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Tomato brown rugose fruit virus の多検体診断技術及び防除技術の開発

別紙 研究成果概要

背景： Tomato brown rugose fruit virus (ToBRFV)は2014年にイスラエルで発生した新たなト

バモウイルスで、各国に発生が拡大している。国内侵入の阻止、また万一侵入した際の被
害の最小化に資する、ToBRFVの生物学的情報の収集と、検出・防除技術を開発を行う。

成果(1) トマト等ナス科作物・雑草等における感染性、病徴、種子伝染性等を解明

トマト ピーマン ナス

DAS-ELISA法

近縁トバモウイルスと
区別して検出可能。

成果(2) 種子、葉等からのToBRFV検出技術を開発

トマトの種子形成過程のウイルス局在および種子伝染率の調査
（ToBRFVの種子伝染性は一般的なトバモウイルスと大差なし。）

成果(3)汚染種子、器具のウイルス不活化技術の開発

ウイルス粒子の電子顕微鏡像

汚染トマト種子

消毒前 消毒後

不活化処理した汚染種子の接種
検定による不活化効果の調査例

オキシドール
（効果無）

不活化処理した汚染器具で切りつけ
接種したトマト苗の感染調査例

1%消石灰
（有効）

他のトバモウイルス種と識別性の高い検出法を開発。
輸入種子を介した国内侵入の抑制、発生時の早期確定診断
に貢献。検出マニュアルも作成。

ToBRFV ToMV

RT-PCR法, RT-qPCR法
トマト種子400〜1000粒中
の汚染種子1粒を検出可能。

種子伝染株
の病徴

各作物で発生する症状の把握により、国内侵入時の迅速対応等に貢献。

種子伝染株率 5% 0%

汚染器具

感染
部位
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令和2年度第2回推進会議 2021.2.3
農研機構中央農業研究セン
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有 令和2年度成果の検討・次年度推進方針の検討

令和4年度末推進会議 2023.2.10 令和4年度成果の検討・事業終了後の展開方針
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トマトにおけるtomato brown rugose fruit virusおよびトマトモザイクウイルスの種子伝染率および花芽組織での局在性の
比較
○松下陽介・久保田健嗣
園芸学会令和5年度春季大会、令和5年3月15-22日

農研機構

Tomato brown rugose fruit virus の諸性質の解明および 検出・防除技術の開発
○久保田健嗣
令和4年度第5回横浜植物防疫所ゼミナール、令和4年9月29日
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令和5年度日本植物病理学会大会、令和5年3月27-29日

Tomato brown rugose fruit virus に汚染された種子および器具に対する各種薬剤の消毒効果
○久保田健嗣・松下陽介・竹山さわな・石橋和大・冨高保弘・松山桃子・篠坂響・大﨑康平
園芸学会令和5年度春季大会、令和5年3月15-22日
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農研機構（中央農業研究セン
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用研究部門、九州沖縄農業
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DAS-ELISA法によるトマト種子からのtomato brown rugose fruit virusの検出法の開発
○篠坂響・冨高保弘・石橋和大・松下陽介･久保田健嗣･大﨑康平
令和5年度日本植物病理学会大会、令和5年3月27-29日

農研機構

国内未発生のトバモウイルス2種の宿主範囲および病原性
○久保田健嗣・松下陽介・竹山さわな・石橋和大・冨高保弘・松山桃子・篠坂響・大﨑康平
令和5年度日本植物病理学会大会、令和5年3月27-29日

農研機構
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農業共済新聞、国境を越える病害虫、農業共済新聞社、2020年12月16日

リアルタイムRT-PCR法によるトマト種子からのtomato brown rugose fruit virusの検出法の開発
○篠坂響・石橋和大・冨高保弘・松下陽介・久保田健嗣・竹山さわな・松山桃子・大﨑康平
園芸学会令和5年度春季大会、令和5年3月15-22日
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